
 

 

 

 

 川内沢ダム建設事業に伴い市道笠島川内線の一部が水没することから，道路管理者である名取市

と協定を締結しました（平成３０年１月 11 日付）。道路幅員を 5m から 7m に拡幅する計画とな

っております。付替市道工事は２０２３年度完成を予定しております。 

 また，事業に伴い水没する農道及び機能補償林道を整備するにあたり，農道，林道管理者である

名取市と協定を締結しました（平成３１年２月２６日付）。農道，林道工事は２０２５年度完成を

予定しております。 

 

 ＜市道笠島川内線付替道路（付替え後；市道道祖神愛島台線となります）＞ 

 計画概要：総延長   L＝２,０１０ｍ 

道路幅員 W＝７ｍ（現道幅員５ｍ） 

      橋梁   N＝８橋（現橋２橋） 

＜付替え農道（愛島１２１号線）＞ 

 計画概要：総延長  L=４４０ｍ 

      道路幅員 W＝３ｍ（現道幅員３ｍ） 

      橋梁 N=１橋 

＜機能補償林道＞ 

 計画概要：総延長 L＝２,２６２ｍ 

      道路幅員 W＝３ｍ 

      橋梁 N＝１橋 
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 川内沢ダム建設事業に必要な土地の取得または土地の使用に伴う損失補償を公平かつ適正に実

施するため「川内沢ダム建設事業に係る損失補償基準」を策定いたしました。平成３０年９～１０

月の用地説明会にて「川内沢ダム建設事業に係る損失補償基準」について説明し，現在，個別交渉

を進めております。 

 

川内沢ダム建設事業により家屋移転が必要な方々を対象に，代替候補地についての造成計画・工

事内容等について意見交換を行いながら，検討しております。 

 

平成３１年度予定の基本設計会議（実施設計）に向けて，本年度からダム本体実施設計，施工計

画及び施工設備実施設計を検討しております。基本設計会議（実施設計）とは，補助ダム建設事業

の手続きのひとつであり，国土交通省本省で行います。同会議では，ダム等の安全性を確保し，合

理的な施工を行うため，設計・施工に係る重要な技術的課題について確認を行います。 

 

関係する地権者及び住民の皆様に対し，随時説明会を開催しております。今年度は７月に付替道

路関係の事業説明会を開催するとともに，下記の通り用地説明会を開催し，補償単価，土地評価額

の算定方法などについて，貴重なご意見をいただきました。引続き関係者のご理解・ご協力をいた

だきながら，付替市道工事着手に向けて用地取得の継続及び代替地造成計画・工事を進めながら，

２０２５年度のダム本体完成を目指します。 
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